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　本年も 4 月を迎えます。本来，新しい入局者を迎え，華やいだ季節になるはず
ですが，新医師臨床研修制度の導入以来，蓋を開けるのが怖い季節に変貌しまし
た。むろん，それまでの間に入局数のある程度の予測はできるのですが，4 月に
ならないと最終決定にならないからです。編集子の教室でも，新システムが始まっ
てから何人を予定してよいのか（ゼロの年もありました）わからないで困ってい
ます。
　耳鼻咽喉科・頭頸部外科の質を維持して発展させるためには，現状ではマンパ
ワーが足りません。日本全国で，昨年と一昨年に日耳鼻に新耳鼻咽喉科医として
登録された数は 200 名を切っています。この数は，新システムが開始される前の
人数の 6 割に満たない数です。それまでは，その年に医師になった人数の約 4 ％
が耳鼻咽喉科医になっていましたが，現在は 2.5 ％へ減少しています。このこと
は，耳鼻咽喉科医の希少性という点ではメリットかも知れませんが，一方で，マ
ンパワーという面からはおおいに問題になります。耳鼻咽喉科医数は，2003 年ま
では毎年少しずつ増加して 10,779 人になっています。しかし，新医師臨床研修制
度開始から減少し，2005 年には 10,451 名となり，その後は横ばいになっていま
す。耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域の医療水準を担保していくためには，今後の耳
鼻咽喉科医志向者の増加が望まれます。
　厚生労働省関係者やその覚えめでたき人，あるいはその方面の研修病院からの
報告やアンケート結果の解釈をみると，かなりのバイアスが掛かっているように
みえるのは編集子だけでしょうか。すべて，あるいはほとんど大成功という評価
です。しかし，現場ではそのような感覚はありません。産婦人科医や小児科医の
問題へと矮小化されてジャーナリストから報道されたり，政治家が都合のよいよ
うに取り上げたりしていますが，『医療崩壊』という言葉が表している現実をどの
ように分析するのでしょうか。この現実に，新医師臨床研修制度がどれだけ関与
しているのか。全く，その視点での取り上げ方はされていませんが，実際にはき
わめて大きな影響を与えています。しかし，一度崩壊したものは，元には戻りま
せん。きわめて，将来は悲観的といわざるを得ません。
　しかし，一方で，われわれの領域は，きちんと守らなければ，あるいはさらに
発展させなければなりません。それが，社会に対する責任です。ただ，マンパワー
を得るためには入局者を増加させる必要があります。社会に対する責任や医師と
してのやる気などの本質的なことを突き詰めると入局者は減少します。耳鼻咽喉
科への勧誘には，甘い言葉も必要になります。理想と現実との板挟みに苦しんで
いる大学教授は，編集子を含め少なくはないであろうと想像します。

 （八木聰明）
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